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　2026 全国骨髄バンクボランティアの集い in 東京が、6 月 6 日（土）に全
国各地からたくさんの一般市民やボランティア関係者が集まり東京都庁「都
民ホール」で開催されました。

「式典」
　全国協議会 渋谷俊德会長からの主
催者挨拶に続き、来賓として骨髄・さ
い帯血バンク・献血推進議員連盟会長 
笹川博義様、東京都知事 小池百合子
様（ビデオメッセージ）（臨席 渡邊愛可
様）、新宿区長 吉住健一様（臨席 岩田
弘雄様）、厚生労働省移植医療対策推
進室長 新

しん

谷
や

幸
ゆき

子
こ

様、日本赤十字社血
液事業本部長 紀野修一様（臨席 石丸
文彦様）、日本骨髄バンク理事長 岡本
真一郎様（ビデオメッセージ）（臨席 
水口詞代様）から祝辞をいただきました。
　続いて、集いの主管である「骨髄バ
ンクを支援する東京の会」の活動にご
支援をいただいている西新宿角三町内
会様、こくみん共済 coop 東京推進本
部様、全労済労働組合関東支部東京分
会様、ライオンズクラブ国際協会 330‒
A 地区様、品川運輸株式会社様へ渋谷
会長から感謝状の贈呈が行われました。

「団体からの報告」
　東京都からは「骨髄バンクドナー登
録推進のための取組み」として東京都
の骨髄バンク登録者数は増加している
が高年齢化が進んでおり 10～30 代の
登録者増加を進めたい。骨髄バンク推
進月間や各学校への普及啓発、保健所

での登録会、骨髄移植ドナー支援医療
補助や説明員養成講座の開催を実施し
ている。
　日本赤十字社からは「公的臍帯血バ
ンクと採取協力産科施設の連携」とし
て、20 都道府県 120 施設で臍帯血採
取を行い約 1 万本の臍帯血を保存して
いる。臍帯血採取技術研修会を行いな
がら安全に高品質な臍帯血を確保して
いる。
　日本骨髄バンクからは「骨髄バンク
における課題と取組み」として、ドナー
登録者の若年層を増やすことを掲げて
いる。2026 年 1 月からのスワブトライ
アル 3 では 5,170 件の応募があり、登
録者から「登録会場へ行かなくても登
録できる」などの声があった。関係機
関と調整してスワブ登録稼働へ調整を
進めたい。との報告がありました。

「いのちのバトンリレー　 
白血病からの生還と命をつなぐ医療」
　移植後に再び競技の世界へ復帰して
世界移植者スポーツ大会で活躍してい
るバドミントン選手の村﨑誠さんと移
植後に三人制プロバスケットボール選
手となった松岡一

いっ

成
せい

さん、大学工学部
在学中に発症しその後血液内科医とな
り血液疾患の在宅医療を行っている
トータス往診クリニック院長の大橋晃

こう

太
た

さんからお話を伺いました。
　村﨑さんからは、元の自分を取り戻
すのではなく今の自分で何ができるか
身体と対話しながら再びスポーツをす
る楽しさ、移植をしても世界に挑戦で
き命のつながりや努力することの幸せ

を感じ、当時はネガティブだった移植
にも今はポジティブに感じている。
　松岡さんからは、やりたい事は生き
ている時にと、バスケットボールを再
開した。ドナーがいてくれたから生き
ることもバスケットもできている。結
婚しこどもも授かり自分の命や家族と
新しい命に幸せを感じている。
　大橋さんからは、血液疾患の治療は
専門病院でなくとも在宅医療で行える
事も広がっており通院による時間・経
済的な損失を少なくできる。血液疾患
の患者さんに自宅で穏やかに自分らし
く過ごしてほしく、在宅医療の役割は
大きくなっていくと話されました。
　最後は、西新宿小学校で世代を超え
て受け継がれている「西新宿和太鼓
チーム　十二奏」による力強い演奏で
集いの幕を閉じました。

2026 全国骨髄バンク 
ボランティアの集い in 東京開催

骨髄バンクとさい帯血バンクの最新情報
● THE BANK NOW（速報値）●

 骨髄バンク 
■日本骨髄バンクの現状（2026年 5月末現在）

2023 年４月から統計基準が移植件数から採取件数に変更

■5月の区分別ドナー登録者数
献血ルーム／ 387 人、献血併行型集団登録会／ 1,792 人、
集団登録会／ 0人、その他／ 29 人
■5月の年齢別ドナー登録者数（現在数）
10 代　4,930 人／ 20 代　101,487 人／ 30 代　137,491 人
40 代　204,397 人／ 50 代　116,064 人

■ 5月の 20歳未満の登録者 505人
注）数値は速報値のため訂正する場合があります。

《MONTHLY JMDP（6 月 15 日発行）より抜粋》

 さい帯血バンク 
■さい帯血保存公開本数　10,897 本
（2026 年 5 月末現在、国内 6バンクの合計）

■ 5月の移植件数　93 件　（累計 27,010 件）
《日本赤十字社 骨髄バンク・さい帯血バンク ポータルサイトより抜粋》

4 月 5 月 現在数 累計数
ドナー登録者数 2,943 2,208 564,369 1,030,525
患者登録者数 240 188 1,775 73,786

採
取
数

骨髄 45 31 ― 27,724
末梢血幹細胞 52 42 ― 2,985

合計 97 73 ― 30,709
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「認定NPO法人」である全国骨髄バンク推進連絡協議会への寄付金は、税制上の優遇措置により、→

　6 月 7 日（日）に新橋ビジネスフォーラムで 2026 年度通常総会を開催し、
2025 年度の事業報告・決算、2026 年度の事業計画・予算、定款変更、役
員報酬に関する規程改正について審議され原案どおり承認されました。

《2025 年度事業報告》
　全国各地のボランティア団体との共
催事業や、スポーツイベントなどにお
いて啓発活動を展開しました。ブロッ
クセミナーの開催等でボランティア団
体や行政、血液センターなどとのコ
ミュニケーションを図りました。遺作
パネル展示が各地で活発に開催され啓
発の重要な活動となりました。患者・
家族の支援活動では白血病フリーダイ
ヤル、患者支援基金の運営を行いまし
た。佐藤きち子記念造血細胞移植患者
支援基金は設立 30 周年を迎え助成総
額は 1 億円を突破、2025 年度は各基
金とも申請・助成額が増加しました。

「白血病と言われたら」の第 7 版を改
訂発行し、全国約 200 人の移植コー
ディネーターを通じて、認定診療科、
医療相談室に提供したことが基金への

申請増加に寄与したと考えられます。
　骨髄・さい帯血バンク・献血推進議
員連盟が厚生労働大臣に提出した「骨
髄バンク及び臍帯血バンクの支援等に
関する決議」には当協議会が提言した、
ドナー休暇制度の促進と患者負担と
なっているドナー側の差額ベッド代に
ついて配慮したものになるよう検討す
ることと結果に応じた措置を講じるこ
とについて反映されました。

《2026 年度事業計画》
　今年度も全国のボランティア団体と
結束し、すべての患者さんの救命と
QOL の向上を図る活動、ドナー登録
と普及啓発を推進する活動を継続して
行います。今秋に本格導入が予定され
ているオンラインスワブ登録では関係
機関との連携を強化し円滑な導入に寄
与します。患者支援基金や白血病フ

リーダイヤルの運営の継続、ドナー休
暇・公欠制度導入促進や患者の負担金
軽減に関する調査と解決策の検討、事
業共催による全国のボランティア団体
との協働など、財政改善を図りながら
活動をしてまいります。

《定款変更・役員報酬に関する
規程改正、特定資産取崩報告》
　拡大している全国協議会の運営業務
に理事が日常的に関与し、その報酬を
支払えるよう定款変更と規程の改正が
承認されました。
　また、佐藤きち子記念造血細胞移植
患者支援基金特定資産の取崩の報告が
なされました。

　6 月 14 日（日）大阪府赤十字血液
センター研修室で開催された、全国骨
髄バンク推進連絡協議会近畿ブロック
セミナーに参加し、有意義な学びを得
ました。

　近畿各地のボランティア代表や医師
の方から現状と課題を伺い、末梢血幹
細胞採取が約 30％に増加し、通院での
実施も検討されている点に登録のハー
ドルを下げる活動を感じました。一方、
登録者数は約 56 万人であるものの 50
歳がピークと高齢化が進み、若年層ド
ナー確保の必要性を強く認識しまし
た。また、患者負担軽減を目的とした

「佐藤きち子基金」や「志村大輔基金」
の存在を知り、その重要性への理解も
深まりました。さらに映画「小春日和

〜Indian Summer〜」に関わった楠部
知子さんや森野くるみさんのお話か
ら、一人の命をつなぐために多くの人
が支えている現実を実感し、多くの人
に自分事として考えてもらう普及活動
の重要性を改めて認識しました。
　加えて、自己スワブ検査の導入や学
校・地域での登録会の再活性化により、
これまで機会の少なかった層にも広く
参加を促すことが重要だと感じまし
た。関係者の連携によって取り組みを
継続的に強化していく必要性を強く認
識し、今後も継続して啓発に努めます。

（大阪府 O. K）

近畿地区ブロックセミナー参加報告

全国協議会 2026 年度通常総会開催

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

左から：楠部さん、森野さん

2025 年度決算・2026年度予算
経常収益 単位：千円
科　　目 2025 年度決算額 2026 年度予算額
会費収入 312 312
賛助会費 1,434 1,440
寄付金 52,411 16,000
継続寄付 676 900
募金箱 18,149 18,000
販売収入 2,489 3,000
その他 314 882
合計 75,785 40,534
経常費用 単位：千円
科　　目 2025 年度決算額 2026 年度予算額
患者支援金 13,219 12,500
行事費 4,425 4,300
製作・印刷費 4,368 5,200
交通・通信費　 5,100 5,250
広告宣伝費 1,342 1,300
人件費 16,586 16,170
家賃・水道光熱費 3,351 3,240
委託手数料 3,271 3,220
事務費・他 2,467 2,316
棚卸在庫増減額 ▲ 207 ▲ 1,062
合計 53,922 52,434
当期増減額 21,859 ▲ 11,900
次期繰越額 117,826 105,926

（うち基金）　 55,814 38,652
（詳しくはホームページをご覧ください）
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確定申告の際の寄付控除対象となります。詳細は事務局へお問い合わせください。

　グリベック® の断薬試験（STIM 試
験）やスプリセル® の断薬試験（DADI
試験）で一部の患者さんではグリベッ
ク® やスプリセル® などの ABL チロ
シンキナーゼ阻害薬が安全に断薬でき
ることがわかり、欧米日で多くの断薬
試験が行われました。その結果、グリ
ベック®、スプリセル®、タシグナ® で
は、おおむね約半数の患者さんで断薬
後も治療不要寛解（TFR）が維持で
きることが分かってきました。残念な
がら第二世代薬の一つであるボシュリ
フ® や第三世代薬アイクルシグ® やこ
れまでの ABL チロシンキナーゼ阻害
薬と作用機序の異なる STAMP 阻害
薬セムブリックス® では断薬について
まとまった臨床試験の結果はまだ報告
されていません。今後の研究が期待さ
れています。
　次に解決すべき問題は、高齢の慢性
骨髄性白血病（CML）患者さんの治
療方法でした。研究テーマは「高齢者
では、薬を減らせられる」でした。高
齢者、特に 70 歳以上の患者では、添
付文書やガイドラインで推奨されてい
るスプリセル® の標準量である 100 
mg を服用すると重い副作用が出現す
ることが多く、治療がうまくいかない
ことを数多く経験しました。実臨床で
は、高齢の CML 患者さんでは適宜ス
プリセル® を減量して使用することが
行われていましたが、明確にどこまで
減量をしてよいかは不明でした。そこ
で私が研究責任者として、全国 25 の
病院と臨床試験グループを作り、高齢
CML 患者に対するスプリセル® の最
適な投与量を求める研究（DAVLEC
試験）を行いました。これまでの実臨
床の経験から、私は高齢者にはスプリ
セル®20 mgが適切と考えていたので、
DAVLEC 試験ではスプリセル® を 20 
mgから開始することに決定しました。
　「5 分の 1 の超少量って、無茶だろ

佐賀大学医学部
血液・呼吸器・腫瘍内科

木村晋也

う。木村も、とうとう狂ったか。まあ、
前からちょっとおかしかったが……」
と風の噂が耳に入ってきました。
CML に対してこれまでに治療歴がな
い患者さんに対しスプリセル® を標準
量の 5 分の 1（1 日 20 mg）という超
少量で経口投与を開始しました。その
後、治療効果や副作用の発現状況に応
じて、この開始用量を増減させまし
た。 治 療 開 始 後 12 ヶ 月 時 点 で の
BCR::ABL遺伝子が治療開始前の0.1％
以下になる分子遺伝学的大寛解（major 
molecular response；MMR）の達成
率で効果を評価しました（MMR に達
すれば、まず急性増悪することが無い
とされています）。52 人の患者さんが
1 日開始量 20 mg でスプリセル® 治療
を受けられました。診断時の平均年齢
は 77.5 歳でした。12 ヶ月後の MMR
率は 31 人（60％）と非常に満足いく
も の で し た。 こ れ は、 全 年 齢 層 で
100mg のスプリセル® が投与された試
験（DASSION）やグリベック® 標準
量よりも、良い結果でした。44 ％の
患者は、十分な効果が得られたため、
20 mg より増量する必要はありません
でした。標準的な治療法 100mg では
約 20 ％の患者さんで認める重篤な好
中球減少、血小板減少や胸水は、本試
験ではきわめて少ないこともわかりま
した。1 日 20 mg という超少量での臨
床試験は世界初めてであり、多くの治
療ガイドラインで利用されるようにな
りました。
　CML はグリベック® などの ABL チ

ロシンキナーゼ阻害薬によって「ほぼ
死なない病気」になりました。さらに
多くの臨床試験で「一定以上の効果が
持続していれば、ほぼ半数の患者さん
では安全に薬を止められる」ことも明
らかになりました。私は、断薬や減量
などの臨床試験を行ってきて、CML
治療の改善の一助になれたことを幸運
に思います。しかしまだ CML 治療は
完璧ではありません。CML と診断さ
れた患者さんが 100％断薬できるよう
に研究を続けていく必要があります。
　最後に、決して自分の判断で勝手に
断薬や減量はしないでください。かな
らずよく医師と相談の上、治療を行っ
ていってください。

（文責：佐賀大学医学部 血液・呼吸器・腫瘍内科 木村晋也）
なお、第 1 回は第 405 号（2026 年 5 月 1 日発行）、
第 2 回は第 406 号（2026 年 6 月 1 日発行）に掲載され
ています。

•••••••••••••••••••••••••••••••••
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慢性骨髄性白血病、断薬への道　 第3回（最終回）

　「2026 グリーンリボンランニング
フェスティバル」が、10 月 12 日（月・
祝）に東京・駒沢オリンピック公園で
開催されます。本イベントは、移植者、
ドナーファミリー、障がいのある方、
一般ランナーが共に走り、移植医療へ

の理解を広めることを目的としていま
す。当日は、ドナー（臓器提供者）へ
の感謝の気持ちを込めて風船を飛ばす
バルーンセレモニーも行われます。
　全国協議会では、今年も骨髄バンク
PR ランナーを募集いたします。参加
をご希望の方は、8 月 21 日（金）まで

（先着順）に全国協議会事務局へお申
し込みください。

2026 グリーンリボンランニングフェスティバルのご案内

　申込方法や競技種目などの詳細は、当協議会ホーム
ページ「新着情報」をご覧ください。

朝日新聞アピタル 2022年 3月 25日（一部転載）
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　福岡県飯塚市の旧伊藤伝右衛門邸で毎年行
われている「雛のまつり」で、今年も期間中
に募金箱が設置され、その寄付金の贈呈式が
5 月 15 日（金）午後、同会場で行われました。
　この募金活動は「いいづか雛

ひいな

のまつり」実
行委員長の瀬

せの

下
した

麻
ま

美
み

子
こ

さんらが 30 年以上に
わたり続けられているもので、今年集まった
募金額 92,303 円が全国協議会理事に手渡さ
れました。

各地のたよりを
写真を添えて
お寄せください。

各各地た地たたの 各地のたよりを
写真を添えてり各地たの り

たたたたたたたた
りりりりよよ

　「慢性リンパ性白血病（CLL）患者・家族
の会」（齊藤治夫 代表）と「慢性骨髄性白血
病（CML）患者・家族の会いずみの会」

（小林竜太郎 代表）は 5 月 30 日（土）、
両疾患の最新の治療を学ぶ合同セミ
ナーを新潟市で開催しました。
　CLL 患者・家族の会の顧問医である
青木定夫先生（新潟薬科大学医療技術
学部長）のご厚意により、同大学を会
場として開催し、全国から CLL・CML
患者・家族約 40 名が参加しました。
　急性白血病に対し、CLL と CML は
慢性白血病と呼ばれます。慢性白血病
は、近年のめざましい研究の進歩に
よって、適切な服薬治療を行うことで
多くの患者が健康な人と同レベルの長

　明治時代以降炭鉱で栄えた飯塚市では毎年
2 月から 3 月にかけて市内各地で雛人形が展
示されますが、メイン会場である旧伊藤伝右
衛門邸は、歌人柳原白蓮を迎えるために改築
された国重要文化財の屋敷で、25 の部屋に
総数 3,000 点を超える雛人形が飾られます。
その一角に「全国骨髄バンク推進連絡協議会」
と書かれた募金箱が設置され、雛人形の美し
さを楽しんだ多くの方が募金箱の前でも立ち
止まってくださいました。
　実行委員長の瀬下さんは「この雛のまつり
で募金箱を設置するのも恒例となっている。
たくさんの方が訪れる機会に骨髄バンクにつ
いて知ってもらい、患者さんの支援に繋げて
ほしい」と語ってくださいました。贈呈式で
は飯塚市観光協会の方も参列され、地域を挙
げてのご支援であることを感じました。また
この模様は 5 月 29 日（金）付の西日本新聞
筑豊版にも掲載されました。
　このような長きにわたる継続的なご支援と
訪れる方のご理解に、あらためて感謝申し上
げます。

（全国協議会理事　内藤真澄）

さの生涯を全うできる白血病になりました。
セミナーでは、青木定夫先生の他、芝山浩彦
先生（国立病院機構大阪医療センター血液内
科長）にも講演していただき、疾患ごとの違
いについて理解を深めました。
　後半では、疾患ごとに患者・家族同士が輪
になって、日頃の悩みを語り合いました。治療は進歩しても、それぞれの
患者や家族は、孤独な闘いを続けていることがわかりました。
　CLL と CML の合同セミナーは、昨年 8 月の広島での開催に続いて 2 回
目でした。今後、白血病の患者さん同士が語り合える場は、私たちの患者
会活動にとどまらず、各地の病院など、全国各地で行われていく必要があ
ると感じました。

（慢性骨髄性白血病患者・家族の会いずみの会　小林竜太郎）
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骨髄バンク募金
贈呈式 2026 の報告

新潟福岡

慢性白血病患者会が
合同セミナーを開催

新潟

心からのご寄付に感謝申し上げます
当協議会への寄付金は税制上の優遇措置を受けられます。

●5月21日～6月20日（敬称略）

●一般
むさし野アンサンブル
 現金 30,531 円
株式会社チエノワ情報システムズ
 現金 5,000 円
松浦　大助 現金 5,000 円
匿名　 現金 1,000 円

●佐藤きち子造血細胞移植患者支援基金
匿名 現金 3,000 円
●志村大輔患者支援基金
サンパウロ日本人学校同窓生有志
 現金 5,000 円
●募金箱
株式会社　クスリのアオキ
 現金 1,101,513 円

株式会社　マルト商事
 現金 44,601 円
2026 ボランティアの集い
 現金 25,277 円
●つながる募金
 現金 5,200 円
●マンスリーサポート
 現金 83,000 円

活動資金の支援を
お願いします

口座名：特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会

銀行口座　三井住友銀行　新宿通支店
普通　5666655

郵便振替口座　00150­4­15754

郵便振替口座の振込用紙を郵送いたします。当協議会までご請求ください。

「30歳で白血病となり2度の移
植を経験。現在は自分らしく生
きることを目標にお絵かきクリ
エイターとして活動中。」


